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重複下大静脈の一例
A　Case　of　the　Double　lnferior　Caval　Vein
　　東京医科大学第一解剖学教室（指導：内野滋雄教授）
山下　忍　大久保真人　内野滋雄
緒 言
　重複下大静脈に関する解剖学的な検索報告はこれ
まで多くなされている1）～3）．また近年では診断法の
進歩に伴い，術前診断が可能となり，臨床報告例も
ある4）．著者らは本学における1991年度解剖学実習
において，87歳で死亡した日本人女性屍体（遺体番
号：89001）で，重複下大静脈の1例に遭遇したので，
本学における第1例目として，その検索結果に若干
の考察を加え，破格の一資料として報告する．
所 見
　1．右下大静脈
　右の内・外腸骨静脈は，腹大動脈が左右総腸骨動
脈に分岐する部分のやや下方，すなわち仙骨第一椎
体に相当する高さで合流する．合流した静脈には，仙
骨前面の簡単な静脈網が1本に収束してできた静
脈，すなわち正中仙骨静脈となり流入している．こ
れより近位を右下大静脈とする．右下大静脈は脊柱
の右側を上行し，第2腰椎椎体の高さで右卵巣静脈
を，第1腰椎椎体の高さで右腎静脈を受け入れた後，
左下大静脈を受け入れて本来の下大静脈となる．
　2．左下大静脈
　左の内・外腸骨静脈は右下大静脈と同様に，仙骨
第一椎体に相当する高さで合流し，左総腸骨静脈が
形成される．これは明瞭な境界をもたずに左下大静
脈に移行する．その位置は便宜的に右下大静脈に正
中仙骨静脈が流入する高さに合わせたものとする．
左下大静脈は脊柱の左側を大腰筋にそうように上行
し，第2腰椎椎体の高さで左腎静脈を受け入れ，右
方向へ向きを変え順次左副腎静脈，左卵巣静脈を受
け入れて第！腰椎椎体の高さで右下大静脈に合流す
る．
　その後の下大静脈は脊柱の腹側を上行して，肝臓
の右葉と方形葉の一部の静脈を別々の静脈根で受け
入れた後，第11胸椎椎体の高さで右肝静脈と左肝静
脈を受け入れている．
　3．奇静脈について
　奇静脈と濡濡奇静脈は明瞭であるが，半奇静脈は
認め難い．奇静脈は上行腰静脈と肋下静脈より成立
ち，脊柱の左側を上行し第5，6胸椎間位で急に右方
向に向きを変えた後，第3胸椎の高さで上大静脈に
注ぐ．その間右側の第4肋間静脈以下第10肋間静脈
に至る各肋間静脈は直接奇静脈に流入している．副
半奇静脈は左端3肋間静脈をもって始まり，下行し
て第7肋間静脈に達する．その間，副半奇静脈は明
瞭な1本の静脈として存在するのではなく，上位の
肋間静脈の下位肋聞静脈への流入根の連続として存
在する．すなわち，第3肋間静脈は第4肋間静脈に
流入し，以下順次第4肋間静脈は第5肋問静脈へ，第
5肋間静脈は第6肋間静脈へ，第6肋間静脈は第7
肋間静脈へ流入することにより形成されたものであ
る．左転7肋間静脈が副半期静脈に流入する最下位
の肋間静脈となっており，脊柱の前面を通って奇静
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　　A　case　of　double　inferior　caval　vein　1；V．　cave　inf．　dext．，　2；V．　cava　inf．　sin．，　3；V．　ren．　dext．，　4；V．　ren．
sin．，5；V．　ovarica　dext．，6；V．　ovarica　sin．，7；Vv．　hepaticae，8；V．　supraren．　sin．，9；V．　azygos，10；Aorta　abd．
11；Tr．　celiacus，　12；A．　hepatica　comm．，　13；A．　mesent．　sup．，　14；A．　hepat．　access．，　15；A．　mesent．　inf．，　16；A．
ren．　dext．，　17；A．　ren．　sin．，　18；A．　iliaca　comm．　dext．，　19；A．　iliaca　comm．　sin．，　20；Uleter　dext．，　21；Uleter　sin．
脈に注ぐ．礁湖8肋間静脈は右の第8肋間静脈と第
9肋間静脈が奇静脈に流入する間の高さで奇静脈に
注ぐ．なお左の第10肋間静脈と第11肋間静脈は奇
静脈に直接開口しているが，両者間には交通枝が存
在する．
　4．動脈系について
　本例には2枝の固有層動脈が存在する．第1枝は
通常のごとく腹腔動脈から起こった総監動脈に由来
するものであるが通常の経過を辿って肝門に進入す
るものの，途中で胆嚢枝を分枝しない．第2枝は上
腸間膜動脈に由来する枝（副肝動脈）で，上腸間膜
静脈，次いで門脈に伴って肝の下面に達し，胆嚢枝
を出したのち，肝門を経て肝田隈に進入していた．
Adachi（1928）4）の分類によるTypus　I－Gruppe　8に
属する例であった．また大動脈は第一腰椎椎体の高
さでその前面を横切るように向きを急に右方に変え
ていた．
考 察
　胎生期の体幹には縦走する3対の静脈が現れる．
つまりVv．　cardinales，　Vv．　subcardinalesとVv．
supracardinalesである．これらの3対の静脈は時
期的なずれをもって出現するが，一部で互いに吻合
し，ある部分は発育肥大する一方で，一部の箇所で
は退化消失し，成体における体幹の静脈系を形成す
る1）．成体における正常な下大静脈は，胎生期の異な
った静脈に由来する部分別に分けると，下大静脈の
下端部から右の性腺静脈開口部直下までを　pos－
trenal　segment，右の性腺静脈および腎静脈が流入
するところをrenal　segment，右副腎静脈流入部か
ら肝静脈開口部直下までをprerenal　segment，肝静
脈開口部から右心房に至るまでをhepatic　segment
に分けられる1）．これらを発生学的にみると　pos－
trenal　segmentはV．　supracardinalis，　renal　seg－
mentはV．　subcardinalis　dextraとV．　supracar一
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dinalis　dextraの吻合部，　prerenal　segmentはV．
subcardinalis　dextra，　hepatic　segmentはV．　vitel－
linaに由来する事になる1）．なお総腸骨静脈は，　V．
cardinalis　posteriorに起源する．　Edward（1951）6）
は下大静脈の破格を，major　anomalies：下大静脈の
破格，lesser　variation：下大静脈に流入する諸静脈
の変異の2群に分け，さらにmajor　anomaliesを破
格の起こる部位別にprerenal　segmentとpostrenal
segmentに分けている．そしてpostrenal　segment
の部分は左側が退化消失すると正常の下大静脈が，
右側が消失すると左下大静脈が，両側が残存すると
重複下大静脈が形成されるとしている．その際，い
ずれの場合もprerenal　segmentとhepatic　seg－
mentは正常型のそれらの区域と形態を同じくす
る．McClur＆Butler（1925）1＞によると重複下大静
脈は胎生初期のVv．　cardinales　posterior　dextra　et
sinistraならびにVv．　supracardinles　dextra　et
sinistraのうちのいずれかが，左右共によく発達し
たものとしている．いつれが関与したかは下大静脈
と尿管との位置関係によって決定される．つまり，下
大静脈が尿管の腹側に位置すればV．cardinalis
posteriorに，背側に位置すればV．　supracardinalis
に由来したこととなる．本宅は，左右いずれも下大
静脈は尿管の背側を通ることから　Vv．　supracar－
dinales　dextra　et　sinistraに由来するもので，最も
出現頻度の高い例である．
　本山では左右の下大静脈血を連絡する腸骨間静脈
の存在は認められない．また右下大静脈と左下大静
脈の大きさを比較すると，その径はほぼ同じである．
Adachi（1940）7）は腸骨間静脈が左下方より右上方
へ斜走する群，右下方より左上方へ斜走する群，横
走する群，欠如する群の4群に大別し，重複下大静
脈の際の両側の下大静脈の大きさと腸骨問静脈の走
行との関係を明らかにしている．それによると腸骨
間静脈が右下方から左上方へ走行し左下大静脈に流
入する場合に両側下大静脈の大きさが同じか，もし
くは左側優勢となる例が現れるとしている．竹本ら
（1978）2）はAdachi（1940）7）の分類をさらに細分化
し重複下大静脈の径の大小，腸骨間静脈の有無とそ
の走行の方向性に基づき次のような分類を行った．1
型：正常な下大静脈，II型：重複下大静脈，　III型：左
下大静脈とした．II型については右下大静脈が著し
く優勢なものをa型（II－a型），両側の発育してい
るものをb型（ILb型），そして左下大静脈が著し
く優勢なものを。型（II－c型）とし，　II－b型につい
ては，II－b－1：腸骨間静脈の発達がかなり良好で左下
方より右上方に斜走する，II－b－2：腸骨間静脈のない
かあるいはその発達が不良なもの，II－b－3：腸骨間静
脈の発達が良好で横走するもの，II－b－4：腸骨間静脈
の発達がかなり良好で右下方から左上方へ斜走する
もの，の4亜型に細分している．本俸はII－b－2型に
所属する．ちなみに，竹本ら（1978）2）が文献による
症例を合わせて調査した結果では，II－b－2型は14例
の重複下大静脈のうち1例であった．
　さらに本例では左下大静脈に左卵巣静脈が注いで
いた．吉田ら（1981）8）は左下大静脈について，左性
腺静脈開口部直下までがpostrenal　segment，左の
性腺静脈および腎静脈の流入部がrenal　segment，
左副腎静脈を受けたのち右腎静脈を受けるまでの部
分はVv．　subcardinales間の吻合に相当するとし
た．しかし個々に分けて計測することが困難なため，
北村ら（1978）3）に倣い，下大静脈下端から左腎虚脈
開口部迄をvertical　segment，左腎静脈を受けたの
ち右腎静脈を受ける迄の部分をoblique　segmentと
している．そして文献的報告を含む19例の左下大静
脈で，左性腺静脈が下大静脈のvertical　segmentに
入るものが12例，同素静脈に入るものが6例あると
報告し，oblique　segmentにはいる例はなかったと
報告している．本説の左卵巣静脈は左下大静脈の
oblique　segmentの背側上部に流入しており稀な1
｛列といえる．
　一方，語例は奇静脈と副半泊静脈は明瞭であるが，
半面静脈を欠き，奇静脈が脊柱の左側に位置してい
た．奇静脈は発生学的には7週出時に出現した1対
のVv．　supracardinalesのうちV．　supracardinalis
dextraが発達して奇静脈になり，またV．　supracar－
dialis　sinistraはV．　cardinalis　communis　sinistra
の退化に伴ないV．supracardialis　dextraとの直接
的連絡をとり辞義静脈となる．つまり成体における
正常形態はこれらの有対性の胎生期の静脈が右方優
位の経過をとるために出現する．本旨の奇静脈は，胎
生期のVv．　supracardinalisが，単純には片側優位
の経過を辿らなかったために出現したもので，副半
奇静脈が明瞭なことはV．supracardinalis　sinistra
の近位部の残存が強く惹起されたものと思われる．
　六反田（1959）9）は半奇静脈と副半奇静脈の関係に
ついて，1型＝半奇静脈と副半奇静脈が存在するも
の，II型：半影静脈が存在し副半奇静脈を欠くもの，
（3）
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III型：半奇静脈を欠き副半奇静脈が存在するもの，
IV型：両者ともに欠けるもの，の4型の分類を行っ
ている．さらに奇静脈の脊柱に対する位置の観察を
行い，脊柱中央より右側のもの15例，脊柱前面中央
にあるもの34例，左側に有するもの1例と報告して
いる．本例は奇静脈と副半奇静脈は明瞭でありなが
ら半奇静脈を欠き，静脈が脊柱の左側に位置するこ
とから，六反田（1951）9）のIII型に相当する．
まとめ
　東京医科大学の1991年度解剖学実習において87
歳の日本人女性に重複下大静脈が観察された．
　1）本例はMcClure　and　Butler（1925）1＞の分類に
よるBC型に相当する．
　2）左下大静脈は第2腰椎椎体の高さで左腎静脈
を，その上方の斜走部で左副腎静脈，ついで左卵巣
静脈を受け入れている．
　3）奇静脈と副二二静脈は明瞭でありながら，半奇
静脈を欠き，また奇静脈が脊柱の左側に位置し，六
反田（1951）9）のIII型に相当する．
　4）腹腔動脈は総肝動脈，二三動脈，脾動脈に分岐
するが，総記動脈に由来する固有肝動脈は胆嚢枝を
出していない．一方，上腸間膜動脈からは副肝動脈
がおこり，胆嚢枝を出しかつ肝門を経て二葉に進入
していた．Adachi（1928）4）のTypus　I－Gruppe　8に
相当する．
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